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胃癌か らリンパ行性に転移 したと考えられる

転移性膀胱腫瘍の1例

大阪労災病院泌尿器科(部 長:三 好 進)
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METASTATIC BLADDER TUMOR DISSEMINATED LYMPHOGENOUSLY 

          FROM GASTRIC  CANCER  : A CASE REPORT 

            Motohide UEMURA, Hitoshi INouE, Kensaku NISHIMURA, 

                    Shutaro  MIZUTANI and  Susumu  MIYOSHI 

              From the Department of Urology, Osaka Rosai Hospital

    A 59-year-old man was referred to our clinic with a complaint of frequent urination, voiding pain, 
and macroscopic hematuria. He had undergone total gastrectomy for mucinous adenocarcinoma, 21 
months earlier. Pelvic computed tomography revealed a thick bladder wall all around. There were 
no other metastatic sites except for paraaortic lymph nodes. Transurethral resection of the bladder 
tumor was performed. The specimen showed signet ring cell carcinoma and revealed the same 

pathological findings as the primary gastric cancer. We diagnosed him with metastastic bladder 
tumor lymphogenously disseminated from gastric cancer. Such lymphogenous metastases from 

gastric cancer at the entire bladder wall without other apparent lesions have rarely been reported in the 
Japanese literature. 

                                              (Acta Urol. Jpn.  46: 723-725, 2000) 
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緒 言

続発性膀胱腫瘍は,子 宮,卵 巣,直 腸,結 腸などの悪

性腫瘍の直接浸潤がほとんどであ り,遠 隔臓器の悪性

腫瘍からの転移例は稀とされている.今 回われわれは

胃癌からリンパ行性 に転移 したと考えられる転移性膀

胱腫瘍の1例 を経験 したので報告する.

症 例

患者:59歳,男 性

主訴:頻 尿,排 尿時痛,肉 眼的血尿

家族歴:姉 が胃癌で死亡

既往歴:1997年2月,胃 癌にて胃全摘除,脾 摘除術

を受けた.

現病歴:1998年ll月 中旬頃より,頻 尿,排 尿時痛,

肉眼的血尿 を認めたため,当 科受診.膀 胱内視鏡にて

金周性の腫瘍性病変を認めた.ま た腹部超音波にて,

両側水腎症が存在 し,血 清クレアチニン値の軽度上昇

も認めたため,同 年ll月27日,当 科入院となった,

現症=体 格は中等度.栄 養状態は良好.胸 腹部には

手術痕を認める以外,理 学的に異常を認めなかった.

入院時検査成績:検 血 血液生化学において,軽 度

の腎機能の低下(BUN18mg/dl,Crl.3mg/dl)を

認 め る 以 外 に,若 干 の 貧 血(RBC415×104/mm3,

Hbl2.4g/dl,Ht37.0%)と ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ

ターゼ 値 の軽 度 上 昇(ALP394U/1)を 認 め た.胃 癌

術 後,腫 瘍 マ ー カ ー は正 常 化 して い た が,CEA6.O

ng/di(正 常5.0以 下)CA19-9102U/dl(正 常37以

下)と 共 に上 昇 を認 め た。 尿 細 胞 診 で 腺 癌 が疑 わ れ

た.

臨 床 経過:1996年10月 頃,胃 部不 快 感 出現 し,食 欲

の低 下 が み られ た.胃 内視 鏡 にて,生 検 を行 った とこ

ろ,腺 癌groupVで あ っ た.1997年2月,胃 癌 の診

断 にて,胃 全 摘 除,脾 摘 除術,リ ンパ 節 郭 清 術 を施行

した.そ の 際 の 胃癌 は進 行 胃癌 で,BorrmannIV型,

病 理 組 織 学 的 診 断 は,mucinousadenocarcinoma,

se,n2,ly3,vlで あ り,広 範 な所 属 リ ンパ 節転 移 を

認 め,相 対 的 治癒 切 除 と考 え られ た(Fig.1).術 前 高

値 を示 した腫 瘍 マ ー カ ー で あ るCEA,CAI9-9は 術

後 正 常 化 し た(CEAl.4ng/d1,CAI9-911U/d1).

再 発 防止 の た め,5-FU500mg,ア ド リ ア マ イ シ ン

20mg,マ イ ト マ イ シ ン4mgに よる,全 身化 学 療 法

を1コ ー ス の み施 行 し退 院 した.退 院 後 は経 過 良好 で

あ っ たが,1998年,8月 頃 よ り,腰 部 痛 出現 し,腫 瘍

マ ー カ ー もCEAが4.5ng/dl,CAI9-9は79U/dl

と上 昇 傾 向 を認 め た,9月 の 骨 シ ンチ グ ラム で は 明 ら
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Fig.1.Primarygastriccancer(a)Macrosco-

picapPearance,(b)Microscopic

apPearancercvealedmucinousadeno-

carcinoma(Hematoxylinandeosin

stain×100).
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Fig.2.AbdominalCTshowedparaaorticLN

Swelling(arrOWS)・

か な異 常 集 積 像 を認 め な い もの の,腹 部CTで は,

腎 門部 の傍 大動 脈 リ ンパ 節 の腫 大 を認 め,再 発 が 疑 わ

れ た(Fig.2).

1998年11月,頻 尿,排 尿 時 痛,肉 眼 的 血 尿 を認 め

た.両 側 水 腎 症,膀 胱 腫 瘍 の 診断 にて,ll月27日 当科

に入 院 した.ll月30日(Cr7,6mg/dl),左 腎 痩 造 設

術 を施 行 した 。 翌 日の12月1日 は,さ らに腎 機 能 は悪

化 した(Cr8.6mg/dl).同 日施 行 の腹 部 単 純CTで

は,前 回 と比較 し腎 門部 の傍 大動 脈 リ ンパ節 の軽 度 増

Fig.3.PelvicCTshowedathickbladderwall

allaround(plain,arrows)・
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Fig.4.Microscopicappearanceofbladder

tumorrevealedsignetringcellcarcino-

ma(Hematoxylinandeosinstain

×100).

大,左 腎 実 質 の菲 薄化 を認 め た.ま た骨 盤 部CTで

は膀 胱 壁 の 全周 性 に わた る肥 厚 を認 め た(Fig.3).左

腎痩 造 設 に もか か わ らず 腎 不 全 が 進 行 す る た め(Cr

9.2mg/d1),12月3日,右 水 腎 症 に対 して も右 腎痩 造

設 を試 み たが 不 成 功 に終 わ った.12月5日,7日 の2

日間血 液 透 析 を実 施 した.7日,膀 胱 腫 瘍 の病 理 組 織

診 断 を得 るた め,TUR-BTを 施 行 した.膀 胱 内 に は

ほ ぼ全 周性 に腫 瘍 性 病 変 を認 め,両 側 の尿 管 口 は確 認

で きなか った.特 に,右 の尿 管 口 を露 出す るべ く腫 瘍

を切 除 した.術 後,徐 々 に膀 胱 よ り尿 の排 出 を認 め,

腎 機 能 も改 善 し血 液 透 析 も離 脱 し た.左 腎 痩 状 態 で

1999年1月20日(CrO.9mg/dl),い っ た ん 退 院 と

な ったが,全 身状 態 が 徐 々 に増 悪 し2月10日,癌 死 し

た.な お,剖 検 は行 わ な か った.

病 理 組 織 所 見:膀 胱 の腫 瘍 は粘 液 の産 生 を示 すsig-

netringcellcarcinomaで あ り,リ ンパ 管 侵 襲 が 著 明

に認 め られ た(Fig,4).胃 の病 理 組織 像 と比 較 し,胃

癌 か らの リンパ 行性 転 移 と診 断 した.

考 察

続発性膀胱腫瘍は大きく分けて近接臓器からの直接

浸潤と遠隔臓器か らの転移に分けられる.頻 度は前者



植村,ほ か:転 移性膀胱腫瘍 ・胃癌 725

の方 が 多 いが,剖 検 例 で は転 移 性 膀 胱腫 瘍 は必 ず しも

少 な くな い.SheehanらOは,剖 検5,200例 中,84例

に膀胱 腫 瘍 を認 め,そ の25%,21例 が 遠 隔転 移 で あ う

た と報 告 して い る.村 山 ら2)に よ る と悪 性 腫 瘍 剖 検

361例 中32例 に膀 胱 転 移 浸 潤 が 見 られ そ の うち近 接

臓 器 か らの連 続 性 浸 潤 が81%を 占め て お り違 隔転 移 は

19%で あ った.し か し,転 移 性 膀 胱 腫瘍 が臨 床 的 に発

見 され るこ とは非 常 に稀 で,本 邦 で は わ れ われ の検 索

し得 た か ぎ りにお い て,自 験 例 を含 め69例 の 報告 が あ

る にす ぎな い.原 発 巣 と して は 自験 例 の ご と く胃癌 が

最 も多 く41例 あ った.他 の原 発 巣 と して は,腎13例,

結 腸3例,そ の 他12例 報 告 さ れ て い る.Goldstein3)

は文 献 的 に転 移 性 膀 胱 腫 瘍146例 を集 計 し,原 発 巣 と

して 悪性 黒 色 腫55例,胃 癌34例,乳 癌16例,腎 癌14例

が 多 く,そ の他 は25例 あ った と報告 して い る.

一 方
,胃 癌 の 他臓 器 転 移 は肺,肝,骨 の順 に多 く,

膀 胱へ の転 移 はそ れ ぞ れ剖 検 症例 の3.0%2),2.4%3),

Ll%4)と の報 告 が み られ る.

本邦 に お け る 胃癌 か らの 転 移性 膀 胱 腫 瘍41例 の 臨床

像 と して は,性 別 は男 性23例,女 性18例 で 男 女 比 は

L3:1で 胃癌 の性 差 と 同 じで あ る.年 齢 は28～77歳

と広 く分 布 す るが,平 均 年 齢 は56.4歳 で あ り,比 較 的

若 年者 に多 い傾 向 に あ った 。 初発 症 状 は血 尿 が 最 も多

く,21例 に み られ,つ いで 頻 尿,排 尿 時 痛 が 多 か っ

た 。発 生 部 位 で は頂 部 が 最 も多 か っ た.転 移 様 式 と し

て 一般 的 に は腹 膜 播 種 性,血 行 性,リ ンパ行 性 が 考 え

られ て い るが,腹 膜 播 種性 と考 え られ る ものが 多 い.

腹 膜 播 種 の み られ た例 で は腹 膜 との 距離 が最 も近 い膀

胱 頂 部 に転 移巣 が多 く認 め られ てお り,発 生 部位 の頻

度 と矛 盾 の な い結 果 で あ った.血 行 性 また は リンパ行

性 と考 え られ て い る症 例 は 自験 例 を含 め7例 にす ぎな

い5'"10)ま た,リ ンパ 行性,血 行性 転 移 と診 断 した根

拠 を開腹 手 術 の際,肉 眼 的 に腹 膜 播種 を疑 う所 見 が な

か った とす る症 例 が 多 か った。 自験 例 は腹 膜 播種 が な

い こ と を証 明 してい な い もの の,膀 胱 の全 周 性 に び ま

ん性 に病 変 を認 め る こ と,胃 癌 が 高 度 の リンパ節 転 移

を認 め た こ と,膀 胱 の病 理 組 織 像 に お い て リンパ 管侵

襲 が著 明 に認 め られ た こ と,傍 大動 脈 リ ンパ 節転 移 を

認 め る以 外,画 像 診 断上,肺,肝,骨 とい った い わ ゆ

る血 行 性 転 移 の 好発 す る臓 器 へ の転 移 を認 め な い こ と

か ら,胃 癌 か らの リ ンパ 行 性 転 移 で あ っ た と考 え られ

た.

治療 法 と して は,骨 盤 内全 摘 除術 か ら,無 治療 例 ま

で さ まざ まで あ る が,Oesterwitzら1Dは 急 激 な 経 過

をた どっ た5例 を報 告 し,泌 尿 器 科 的 な症状 が 出現 す

る と3カ 月 以 内 に死 亡 す る と述 べ てお り,本 症 例 に お

い て も同様 で あ っ た,

結 語

胃癌からリンパ行性に転移 し全周性の壁肥厚をきた

したと考えられる転移性膀胱腫瘍の1例 を経験 した.

なお,本 論文の要 旨は第168回 日本泌尿器科学会 関西地 方

会 にて発表 した.
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